
学びの広場

高齢化社会の地域づくりを探る高齢化社会の地域づくりを探る

　▲地域づくりの在り方を探り合ったサミット

　今回で４回目となる「“Ｇちゃん” サミットin北
秋田市」が、３月13日に中央公民館で行われ、参加
者は事例発表や講話・対話型ワークショップなどを
通して北秋田市の高齢者問題について探りました。
　事例発表では、「おさるべ元気くらぶ」の佐藤俊
晃氏が、葛黒火まつりかまくらの復活に向けた取り
組みを紹介したほか、元気名人ステージでは、「福
田獅子舞保存会」（鈴木浩二代表）による勇壮な獅
子舞が披露されました。また、前文部科学省社会教
育課企画官の水畑順作氏によるワークショップでは、

高齢者による元気づくりをテーマに参加者60人と、
対話による考察を深めました。

地域みんなで子どもたちの未来を考える地域みんなで子どもたちの未来を考える

　北秋田市学校・家庭・地域連携総合推進事業連絡
協議会の “地域学校協働” 推進研修会が、３月10日
に中央公民館で行われ、新しい時代の教育や学校と
地域の連携・協働の在り方について学びました。　
　この日は、文部科学省初等中等教育局参事官付の
廣田貢氏が「教育の力で地域を動かす」と題し、中
教審答申、馳プランで描かれた目指すべき学校と地
域の協働体制について講演したほか、ワークショッ
プでは、学校関係者、学校支援地域コーディネー
ター、社会教育委員、公民館長など40人が意見交換 　▲講演とワークショップで理解を深めた研修会

を行い、子どもたちがどう育ってほしいか、それぞ
れの思いや願いを共有しました。

～“Ｇちゃん”サミットin北秋田市パート４～

～“地域学校協働”推進研修会～

16人に学士号などを授与16人に学士号などを授与

　阿仁生き活き大学（西根邦明学長）の学習会及び
修了式・閉講式が、３月11日に阿仁ふるさと文化セ
ンターで開かれ、学生37人が出席し、健康で１年間
の学習を終えたことを祝いました。
　学習会では、講師の前合川公民館長の関源一さん
が「学ぶ喜びを力に～一笑健命」と題し、自身の経
験をもとに学ぶことの大切さを語り、講演後には、
交通安全の旗をまとい和尚さんにふんした寸劇を披
露し、会場は笑いに包まれ元気をもらいました。
　引き続き行われた修了式・閉講式では、皆勤賞と 　▲講演で最後の学習会を終えた阿仁生き活き大学

修了証書、学士号などの称号が授与され、今年度の
学習を締めくくりました。～阿仁生き活き大学　学習会と修了・閉講式～

　
平
成
28
年
度
高
齢
者
大
学
を
各
地
区
で

５
月
に
開
講
し
ま
す
。受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、生
涯
学
習
課
又
は
各
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
各
大
学
共
通
】

 

対
象
者　
55
歳
以
上
の
方

 

運
営
費（
負
担
金
）　

１
０
０
０
円

 

〇
高
鷹
大
学

テ
ー
マ

 「
自
分
の
学
び
を
地
域
の
た
め
に
」

内
容　
全
体
講
座
な
ど
年
６
回
程
度

　
　
　
（
ク
ラ
ブ
活
動
は
月
１
〜
２
回
）

※

受
付
は
終
了
し
ま
し
た
が
、受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
生
涯
学
習
課　
☎
62‐

１
１
３
０

 

〇
合
川
こ
と
ぶ
き
大
学

テ
ー
マ

 「
仲
間
と
の
絆
を
深
め
、と
も
に
学
ぼ
う
」

内
容　
年
８
回
実
施
の
予
定（
学
習
会
、移

動
教
室
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）〜
30
日（
土
）

　
　
　
合
川
公
民
館　
☎
78‐

２
１
１
４

 

〇
森
吉
大
学

テ
ー
マ 「
共
に
歩
む
学
び
の
輪
」

内
容　
年
７
回
実
施
の
予
定（
講
演
会
、移

動
研
修
、学
習
会
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）〜
22
日（
金
）

　
　
　
森
吉
公
民
館　
☎
72‐

３
２
５
９

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

○
身
体
装
飾
の
あ
る
土
偶

申
問

　
生
涯
学
習
事
業
通
年
講
座
募
集

　
　

 

生
涯
学
習
課 

☎
62‐

１
１
３
０

 

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集
！

 　
各
大
学
と
も
５
月
開
講
で
す

 

〇
阿
仁
生
き
活
き
大
学

テ
ー
マ

 「
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
学
び
あ
お
う
」

内
容　
年
６
回
実
施
の
予
定（
講
演
会
、移

動
研
修
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
）

受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）〜
26
日（
火
）

　
　
　
阿
仁
公
民
館　
☎
82‐

２
２
２
０

■
母
と
子
の
わ
く
わ
く
広
場

　
入
園
前
（
満
１
歳
以
上
）
の
子
ど
も
と

保
護
者
を
対
象
に
、
親
子
で
身
体
を
動
か

し
、
遊
び
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

す
る
講
座
で
す
。
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

開
催
日　
毎
月
第
２
月
曜
日

　
　
　
　

※

４
月
は
11
日（
月
）

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　
旧
中
央
公
民
館

　
　
　

※

５
月
以
降
は
北
秋
田
市
民
ふ
れ

　
　
　
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
い
ま
す
。

参
加
料　
無
料　
　
定
員　
30
人

▽「
味
つ
け
冷
凍
」の
作
り
お
き（
藤
井
恵

　
著
）

▽
羊
と
鋼
の
森（
宮
下
奈
都
著
）

▽
天
才（
石
原
慎
太
郎
著
）

▽
さ
り
げ
な
く
思
い
や
り
が
伝
わ
る
大
和

　
言
葉（
上
野
誠
著
）

申
問

申
問

申
問

　
「
縄
文
時
代
編
」 

５

　
前
回
の
予
告
に
よ
り
、
耳
飾
り
を
装

着
し
た
表
現
の
み
ら
れ
る
土
偶
を
紹
介

し
ま
す
。

　　
土
偶
は
縄
文
時
代
の
中
で
も
時
期
、

地
域
に
よ
り
形
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
見
つ

か
る
状
態
も
一
様
で
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
用
途
、
使
い
道
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
や

聖
霊
の
姿
を
か
た
ど
っ
た
と
す
る
神
像

説
、
身
代
わ
り
の
人
形
と
し
て
破
壊
し

た
と
す
る
身
代
わ
り
説
、
そ
の
姿
に
生

命
の
誕
生
と
成
長
、
再
生
を
祈
っ
た
と

す
る
妊
婦
像
説
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
説

が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
土
偶
の
中
に
当
時
の
縄
文

人
の
身
体
の
装
飾
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
写
真
の
土

偶
は
高
さ
24
㎝
、
耳
が
円
形
の
穴
と
し

て
表
現
さ
れ
て
い
て
、
前
回
紹
介
し
た

よ
う
な
環
状
の
耳
飾
り
を
装
着
し
て
い

る
状
態
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
首
に
は
胸
に
か
か
る
ペ
ン
ダ
ン

ト
が
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
頭
は
結
い
上

（
森
吉
二
重
鳥
Ｂ
遺
跡
出
土
）

し
ん
た
い
そ
う
し
ょ
く

ふ
た
え
ど
り
び
い
い
せ
き

げ
ら
れ
た
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
写
真
に
は
写
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ

の
土
偶
は
左
腕
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、

天
然
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
付
着
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
接
着
修
理
を
し
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
脚
部
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

残
っ
て
い
る
部
分
か
ら
腰
を
下
ろ
し

座
っ
た
姿
勢
（
体
育
座
り
）
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
、
両
腕
が
胸
前
で
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
、
他
に
見
つ
か
っ
た
「
手
」

の
形
か
ら
、
八
戸
市
風
張
遺
跡
出
土
の

国
宝
「
合
掌
土
偶
」
の
よ
う
な
姿
の
土

偶
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
身
を
飾
り
、
祈
る
姿
に
ど
ん
な
思
い

を
込
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
文
化
係

ど
ぐ
う

ひ
と
が
た

か
ざ
は
り
い
せ
き

が
っ
し
ょ
う
ど
ぐ
う

　
身
体
装
飾
の
あ
る
土
偶

 

今
月
の
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す

　

 

鷹
巣
図
書
館  

☎
62‐

３
３
１
１

申
問

問

いっしょうけんめい

広報きたあきた　2016.　4.　123 22広報きたあきた　2016.　4.　1


